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，羈，＿ 。，。 。 ） 強 力 な タ ン ナ ーゼ を 生成 す る麹徽 屬 績 状 菌の 檢索 並
・
に 檢索 菌種 の 代用醤油 製逧へ の 應用

　 　 　 　 　　 　 　 抽 出 液 量（倍）

第 1 回 抽 出　 　 　 　 3．7

第 2 回 抽 田 　 ，　 　 4．8

合　　　　 計 　　　　　　 8．5

抽田 （B 町 ／cc ）

　 1250

　 400

　 770

B2 抽出 箪％

　 63

　 26

　 附

即 ち抽出液牧得量は合 せ て 給水量の 85％ に當 り2回の 抽出で終」90％の R2を抽 出 し得 た ，

〔皿〕 綜 括

　Fremothecium 　A ／　hhyii 胚芽増養物か ら1／1　L，の抽 t｛1試 驗を 行 っ ナこ結果抽出液 中の B2溶解度は 水

に甥 す る溶解度 よ り著 し く多 く 常温で も880γ奴 以上 を示 した．即 ち胚芽培養物中 に は B2 の溶解
．

度を檜大せ しめ る物質が存在 する．抽禺に は 濫度 を⊥ 昇 し実方が成績が よ く煮沸抽 萬を適 當 とす

る・抽 出時閙 は 2時悶位 い で ょ い ． 1回1こ5倍 の 水 を用 い 2．回抽出すれば P2の 90％ は1容液中に移行

せ しめ得 る．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 （高 田研 究室報告第272） ．

彊 力 なタ ン ナ ー ゼ を生成す る麹黴 屬絲状菌の 檢索

並 に檢索 菌種 の 代用醤油 製造 へ の 應用

小 田 　雅 夫 ・ 池 田 　恭
一 ・ 谷本　正禽

　 　 　 （大 阪大 學工 學部醗酵工 學歡室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　緒　　　　　言

　醗酵 工 業原料 は食糧 と競合 に な る 場合が多 い の で 現 今 徇甚だ窮屈で あ る共處で食絹に な るべ く

差障 bの な い 農林水蓙 の 未利用資源乃 至廢資源 中に是 を探求 する こ とが努 め られ其一例 と し て

「どん ぐ り」其弛 の 殼斗 斛植物の 子實の 利 用が 圜 られ て ゐ る．然 る に是等の 子賢 に は かな b多量 の

タ ン ニ ン が含 有 せ られ 此 タ ン ＝ ン は 微 生物の 發育繁殯を阻害す る他種 々 の 支障を生す る こ とが あ

る の で 是等 の子實 を タ ン n ン 含有の 儘使用 す る と不適當な場合が 多い か ら多 くの 場合 タ ン ニ ン は

豫め 除去 せ られ る。’＃ タ ン ＝ ン 除去法 と して 從來濫湯抽出法 ， 稀鑛酸抽出法若 しくは稀ア ル カ リ

抽出法等が應用せ られ是等の 方法 に は夫 々 多少 の得失は あ る が大 體 目的 は 逹 せ られ る．然 し原料

に 對 し豫 め タ ン ；ン 除 去法 を施こす こ とは餘∈分の 勞力 と時聞 を要す る の み な らす タ ン
＝ン 除去 の

爲に行は れ る抽 1坦 こ よ り原料 中の 糖分共他 の有用成分の損失 も毘 頃 がれ得 な い J 今若 し生化學的

方法 即 ち絲妝菌等 の 生 成す る タ ン ナ P ゼ酵素 の 作用を巧 に利用す る 事 が可能 な れ ば前述 の 各種抽

出法 に よ るク ン ＝
『
除去の 不 便 を除 き得 るの で は な い か と考 へ 此試驗を行 っ た．

　 タ ン ナ 戸ゼ の Asperglllus屬，　 Penicilliu・m 屬其他 の菌類 に於 け る分布に 就 い て は 從來已 に 多

數（1）の 研究が あ り叉丑等 の 菌類に よ bて 生成 せ られ る タ ン ナ ーゼ の 性質 に就い て も已 に 幾 多〔2）の

研究が あ る．

　前述の 如 く Penicilliu皿 矚 の もの の 中 に もタ ン ナ ” ゼ 生 成力の 張 い 種類の存す る こ と は 知 られ

て ゐ る が此種類は 醗酵工業上感用す るに當 り暢合 に よ りて は 瓧種 の絲状菌 に特有な黴臭 い 臭氣 の

生成が妨 げ とな る こ とが あ る か も知 れ な い の で 此 種類 の もの を避け 其恐 れ の 少 い Aspergillus 矚

g）もの の 中に タ ン サ ーゼ生成力の彊 い 種類を檢索 し併せ て此種の 菌の 應用に就い て 試驗 しナこ，
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儡 鵬 谷 。、勳 。， 。 揮 を。 。儲 。。黼 。。。撫 纏 ・ 讎 油攤 ． 噸 、稻

　　　　　　　　　　亜　強力な タ ンナ
ーゼを生 成す る麹徽嬰絲歌菌の 槍索

　從來か ら歡窒 に保存して ゐ る菌 〔朱及び著 昔の 1 入小田 が新 に分雛 した も の を 併 せ て 13株 の

A ：p．Oryzae菌株並 に 他の ASPCI9 ：lius屬菌種 斗3株 舒計61株を對象 として試驗 した ．

　a ） 試験方法 ： ク ン ナ

1P

−　tfを生成 す る菌種は タ ン ＝ ン を炭素源 と して發育な し得 る もの と考へ

’Czapeck培 養液の糖穎をタ ン ニ ン （1〜2％ ）で置 き代 へ 苛性 ソ ーダ で PH5・8 に調節 した壻養基 に 供

試菌種 を接陞 して 25℃ に増養 して 菌絲の 蔑育 と分生芽胞の 形 成状態 と．を比較觀察 して 發育繁殖歌・

態 の 旺盛 な もの をタ ン ナ 宀 ゼ 生 成力の彊 い もの と認定 した．

　b ） 試驗結果 ：供試 の 奎 菌株 61を前記 の 方法で増養を試み 全然發育しな い か發育の 微弱な もの

は 是を淘汰 し殘部 の發育の 比較的良い もの 21株 を選 び萠記 同樣の方法で 再試驗 した
  其試驗の 結

果 は次表 の如 くで ある．　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　 ．
　　　　　　　　　　　　　 培養基．一ヒに於け る發 育爿夫態（培養 8 口 ）

　　　　　菌 種 名 　 i菌 劃箍 　 菌 種 ・ 　 1菌 倒 鑷
Asp．　awa 皿 ori （Usami）

rl　 Batatae

〃　 candidus （北大）

〃　　catbonariUS

〃 ．fI　 aVUS

「t　 ］aportlCUS

〃 niger （Washingt 卿 〉

ノノ　Oryzze　Forrna　T 」 nnase

ノ〆　　 〃　 （1）

〃　　 〃　（2 ）

’ノ　　
・
〃　 （3）

什

緡

楙

珊

珊

柵

柵

卅

朴

冊

丗

汁

粥

柵

珊

卅

欄

骭

鼎

幵

柵

什

Asp．　Oryzae（4）
〃

ヴ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃　　 ，　 黒 　　變

〃　　　 （Fugu 　1）
tt　　 小豆 島 a ）

tf　　　　（Higeta⊃
〃　　　 （河 盛）濃

〃　　　 （河 盛 ）淡

ノノ　　　　 ＠　新
ノノ　
・
香 丿llコ匚試　No ．3

〃　　香川工 試 No．9

゜
十

柵

相

柵

什

鮒

閼

卅

卅

什

十

州

昔

骭

十

柵

柵

卅
、

柵

十

　此 試驗 の結 果か ら供試 の菌株 中 A 　：p．jtlponicusと Agp ．　，Oryzae　FOi’ma 　Tannase （以下 A 塾

Oryzae　F ．T．と路稱す る ）が タ ン ニ ン 含有の 培養基 上 で 發育繁殖 が最 も良姫 で あ b些2株 が タ ン ナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
一ゼ 生成力が最 も強 い 菌昧と認 め後の 試驗は此2株 に 就い て行 つ fこ．

　　　　皿　Asp・OryzaeF・T ・及 び Asp・Japonicusの タンナ
ーゼ 生域1に對ナる歪言養條件

　　實驗 1． タ ン ナ 冖ゼ 生成 に 封す る最適褞度試驗

　a ） 實驗方法 ごPYCKERHOOFF （2）等力｛ Asp．niger の タ ン ナ P ゼ試驗 に 用ひ た各種培養液中で A の

』
處方に大體準鑞 した下記に 示 す配合の 培養液50ccに 供試菌株を接種 し 25℃ か ら40℃ に 至 る各段階

の 澀度 に 72時聞培養 した後培養液 E
’
Pの タ ン ＝ ン の淌費量を試驗 して 各種 濫度に於 け る タ ン ナ ー一・V

の 生成 力を比較 しf：．但 しタ ン ＝ ン の定量 に は ．RIND 　anl ］ S｝tr／vH （2）
の 方法 を用ひ た． 以 下の實

驗に於 い て も ク ン 4 ン の 定量 に は此 方法 を用 ひ た．

　培 養液組域　： （NI11）2 「ヌ041 つ％ ，　K21 壬PO ｛ρ，03．％ ，　MgSO40 。Gl％ ρ　タ ン 昌 ン 0。3％

　 b） 實驗結果 ； 表示すれば次 の 如 くで ある・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 广

　　 　　 　　 　　　 　　 　 タ ン
ニン 浩 震壇

響 ・ 照

蘇畿等鬻撫
4〔）　　　　　　　3．113　　　　　　2．9S9

37・　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　3．007

30 　 1　 ” 　 ！
2・989

25 　 ［　 〃 　 」 2・936

3．0073

．0243

．024

タ ン a ン 瀰 費寧（％）

・・Yi・・ 咽 」・p・・i・u ・

96，096

．696
．094

．3

96．697

．197

．1

言耄．； 衰 中 の 韜 照 は 菌 纏 種 前 の 聴 液 1cc中 の タ ン ニ ン 含 鼠 で あ る．
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〜る
（18 ） （小 田， 池 田 ， 谷口∂　強力な タ ン ナ ーセ を生 戌す る 麹数囑絲状菌 の臉索並 に檢索菌腫 の代用醤油製逍 へ の應用

　此實驗 詰果か らタ ン ナ ーゼ 生成力は Asp。　OryzaeET ．に於い て は 37℃ 釐培養す る時が最 も 強

く Asp・JaPonicusに於 い て は 30邸 37℃ で の培養
．
b；fG適であ る こ とを知 つ た・

　實驗 2．タ ン ナ p ゼ 生成に對 する最画 1H 價試驗

　
’
a ） 實驗方法 ： 前記實驗 1に 用ひ た の と 同樣な配合 の培養液 を燐酸鹽綾衝液 を月」ひ て 調節 し T

pH4 ．2か ら5．8に 至 る 各種 般階の も の を作 り共50 」e宛 に 供試菌株 を擁 重し30 ℃ に 80時間培養 した 後

培 養液中の タ ン ＝ン の 消費量 を試瞼 して各pll贋に於け る タ ン ナ ”ビの 生 成力を比 較 し た．

　 b） 實驗結果 1 次表 の 如 くで ある．

pH 醤　　照

タ ン ニン 淌費量
（mg ！培養液1．CC ）

タ ン ニン 消費攀（％）

・・y・・ … 　 P・ … u … 　 y・・etj ・pan・…

5．8 3．1B 2．919 2．9LO 93．8 93，5

5．些 3ユ11 2．927 2．972’ 94．1 95．5

5．0 3．三〇9 2．989 3．024 96．1 97’3

4．6 3．101 2．805 2．963 9「）．5 95．6
4，2 3．112 一 2．91．o

　 　 　 　 　 　 　 I

  93．5

註 ： 表 中 の 罫照は 菌接種前の 培養液 1CC中 の タ ン ＝ ン 含量 で あ る，

　此試驗結果か ら Asp．01．yzae　F．T．及 び Asp・japonicusの タ ン ナ 尸 ゼ 生 成 に は 増 養 液 の

1）H5 ．O附近 が妊適 な る こ とを認めた・

璽 Asp、　Oryzae　RT ．及び 真spJap ・ nicus をど k ぐ りに塙 饕した

　　場 合の タンナーゼ生成力

　前記 の Asp・Ors・zae 　F．T ．及び Asp．Japonicusを醗酵 工業に 懸用 する意蜀 の 下 に是等 の菌 をど

ん ぐ りを培養基 と して培養 す る場 合即 ち是等の 菌 を 應 用滋て どん ぐ b麹を製 す る場・訃に於 け る タ

ン ナ 冖ゼ の 生成 力乃室其作用状態 を知 る爲 に次 に遞べ る が如 き 二 三 の 試驗 を行つ た．

　　　1．　 どん ぐりを單濁に墳餮基と した場合

　　實驗 1・製麹期聞に於 け る タ ン ニ ン 分解の試驗

　a ） 實驗 方法 ： 風乾 した どん ぐ りの 果肉を粗律 して是 に 重量で 約60％ の 水 を撒布 して 約 1時間

蒸煮 し適度に 冷却後菌腫を接陲 して 30℃ で 約り6時間屠養 しtこ．此 操作は 大 路穀類 を用ひ て 製麹す

．
る場 念と同様 であ る。斯樣に して 嵩來た どん ぐ り麹につ い て タ ン ＝ン 含有量 を試驗 し是を原料中

の タ ン ニ ン 含有量 と對比 して 製麹期間中に於 け る タ
』
ン ニ ン の 分解欣態を試瞼 し た ．タ ン ニ ン の 試

驗に は原料 で ある どん ぐ り109，Asp．　 Oryzae　F 皿，の どん ぐ り麹 15，689 （原 料 1Dgに ．相當す る）．

Asp．　Jappnicusの どん ぐ り麹 16．23 （原料 10gに相當す る ）の 各 々 に フ」〈150c〔
・
を加 へ て 1度煮沸 して 上

澄液を分け殘澄に 更 に 60℃ の 濫湯 150ecを渊 へ て 60℃ に 1時間i＊” つ て ク ン ＝ ン の抽 出を行ひ上澄液

を分け た．斯樣 に し て 温湯抽出を繰返す こ と 6 回で 上 澄液に タ ン f ン の 存在 を認 め な い 迄 に 至 り

全抽出液 を集 め て 正 し く1Lに な し是 に就 い て タ ン ＝ y の 定量 を行 っ た． 定量法は前述 の 思項 に

用ひ た の と同
二

方法 で ある．　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　
「

　b） 實驗結 果 ： 出來上 っ た 2種の 麹 に つ い て 觀察す る に普通の 穀類を用ひ て 製 した 麹 と外槻上

大差な く（但 レ Asわ．　JaponiCusの 麹 は 此菌の 性質上赤褐色 を呈 して ゐ る） どん ぐ り粒 表面に於 け

る破精亘 りは 良好で ある が破精込み が稍 々 劣 る 嫌 があ る．次 に製麹 中に 是等の 菌の 生 成す る タ ン
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ザ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t7
（小田 ・池 田 ・ 谷 口） 憑力な タ ン ナ ーゼ を生 成 す る麹 徽尉絲状菌 の 檢案並 に 檢索菌種 の 代用醤油製造 へ の應用　（ 19 ）

ナ ーゼ に よ つ て原料中の タ ン ニ ン の分解され た欣態を示 せ ぱ笑表の 如 くで ある．

區 分 匝 ・ ・ 含量 （・）1灘 解

鍵
ニン 量

欝 衡 矧
タ ン

謬
嬾

對 　 　 　 　照

Oryz正e　麹　　　9

jl”，　onicus 　麹

79．6160

．00

20．3940

．0〔）

　　實験 2．麹 の 浸1責中 に於 ける タ ン ニ ン 分解試 驗 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　麹 に水 を加 へ て タ ン ナ P ゼ の適濃附近 に r 定期間保痔す る場 合に麹 中の 淺 仔ク ン

汗
ン の 分解 す 、

る状態 を試驗す る 日的 で此實驗 を行 つ た．　　 　　 　　 　　 l

　a ）　實驗 方法 ： 實 瑜 1 同樣 Oryzae 麹は 15．689 （原料 10gに相雷す る），
　 Japonicus麹は t・6．23sc

（同前）を各 々 2個の フ ラ ス コ に 取 り對
1
照 に す る夫 々 の 1個 は酵素 を破壌 して 其作胴を停止 せ しめ る

目的 で 或盪煎鍋 上 で 30分間力ロ黙 し不加熱の 2本 と共 に 1％の ト ル オ P ル 添加の 下 に 37℃ に 7 日間放

置 した後上澄液 並に 淺渣 を前實驗同樣 の 方法 で 温湯抽 出を 行 つ て 得 られ た 全 抽出液を合 して IL

となしブ1；に就 い て タ ン ニ ン の 定量 を行 つ て殘存 タ ン ＝ ン 量 を求 め共 に よ つ て麹 を水 中 に浸漬し 7

日聞保盗 した 期 聞中に於 け る ク ン ニ ン の分解状態を試驗 した ．

　b） 實驗結果 ： 次 表 の 如 くで あ る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

・ ・ … ン 韻 ・・脚 解
ぞδ

瞳
・數轄彎 驫 轡饗 ・

謝　　　　照

Oryzae 麹

O．1345

 ．1699 0．e146 7．86 6．27

封

jap・nicus
照

麹

90 ユ3910

．0927

一

〇．0464

 

3．336

一

20．02 ｝

　以 上實験 第1及 び第2の 結果 を總含 す る に 供試 の Asp：Oryzae　F ．里及 び Asp．　Japonicusは 共に

どん ぐ b上 に 良好 なる發 育繁殖を途 げ普邇 の穀類を原 料 とす る麹 と外觀上大 差を認 めな い が只破

精込み が穀 類麹 に 比 較 して 楕 有 劣 る
1
感 じ がす る　原料 中の タ ン ニ ン は 製麹期湖中 に顯著 に分解せ

られ るが 出麹 に水 を加 へ て浸漬 しF保温中に も繹徐 なが ら分解 せ られ る．是は製麹 中に菌 に ょ り

て 生成せ られた タ ン ナ ーゼ に よ つ て 殘序する タ ン ニ ン が分解せ られ る
1
もの と解せ られる．而 し て

此兩種 の菌の タ ン ナ ーゼ 生成力を比較 す る に Asp．　Jap。 n ｛cus の 方が Asp．　Oryzae　F ．T ．よ ｝
） も強

大 な る こ とが認 め られ た．　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　 、

　　　2，　 皴添加 どん ぐりを培養基と した場合

　前記 1の 試驗 に 於い て どん ぐ りを 單獨 に培養基 と し て Asp．　Oryzae　F ．T，及 び Asp．　Japonicus
を培養 した場 含に於 い て 外親 上の 發育繁 殖は普通の穀類 を

．
培養 した もの と大差を認め なか っ た が

破精込 み が稍 々 劣 る 傾 き の あ る の を認 め叉 タ ン ナ ーゼ の 生成 力 も充分 灘足 禺來 る程 憂で な か っ た ．
　 　 　 　 　 　 も

是 は どん ぐ りの 細織 が堅 くて 菌絲の どん くrb粒 内部 へ の發育 を妨げ る爲 と考 へ られ どん ぐ りの 前

處理 方法 をユニ夫す る こ どに よ つ て 破精添みを良 くな し得 る餘地 はあ る と考 へ る．然
’
し叉 一面で は

どん ぐ りの 供試菌 に 對す る榮養源 的組成の 點で 幾分訣 ける爲に菌の 充分 な發育を 妨 げ て ゐ る こ と

も考 へ られ る，sl，ヒ試驗は どん ぐ bの榮養源 的組威 の 簸點 を補ふ 意 宋で どん ぐ りに 少量 の 麩 を添加

し共混合物 に 供試菌株を屠養 する場合 に於け る タ ン ナ ーぜ 生 成歌態を試驗す る 目的で 行 つ た ．

　　實驗 1．製i麹期開に 於け る タ ン ＝＝ン 分解の 試驗

　4 ） 賢驗方法 ： 此 實驗 に 於い て は どん ぐ りと
．
魏を7 ：3の 割含に混合 し共混合物．を増 養 基 と し
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曙
（・2° ） （小 田・池 田・ 谷 口） 勸 な

’
・ ・ ナ ー

… を鍼 す礁 鰌 絲攜 の鰊 並噸 薙 齣 欟 謝 峨 遣 へ 嚥 用

て Asp・
？

・yz ・ e
　RT 汲 び A ・P・∫・p・・ ｛gu・ を黶 し充膿 龍 途 げた後 A ・P．0 ・y … F ．丁 麹 よ

22・199（どん ぐり量 109に 相當す る ），Asp，
1
　Japonicus麹 は 22．6Qg （同前

．
）を試料 と して 採 り製麹 期

闘中に於 け る タ ン ・ ン の分解状 態を試 験 した・雌 ．驗に於 け る培養基の 處理 方法上護 條件並 に 其
他の 實．験方法 等は 總 て 前の どん ぐ りを單獨 に培養基 とした試．驗の 場合 と1司様で ある．

　
b） 實驗結果 ： 幽來上 つ た麪 に 就 い て 観察す る に 兩種共前の どA．ぐりを單獨に用ひ た 場 合 に

比 し外見 上菌絲の 鮪 饑 分良 像 ｝・老麹 ・於 い て分生芽胞 の着生 が一
願 く瀰 絲 の ．どん ぐ り

粒 内 へ の 破精込み も稍 々 良好で ある樣に 感ぜ られ る．次 に製麹 中に どん ぐ り中の ダ．ン ＝ ン の 分解
さ れ た程度 を示 ぜ ば次表の 如 くで あ る．　 　

．

區 分 」一  竺 塾 鑽
分

轡、評
量 淺存

衡
ン

刳
對　　　　照

C｝「y
τ
・ e 麹

jap（∫nicus 　
1
麩

023180

．11040

、0662

0．12140
．165．5

47．6128

．57

タ ン ニ
ン 分Yi牟Ut

　 　 （．％ ）

　 　 52，39

　 　 7143

　　實驗 2，麹 の浸漬中 に於 け る タ ン ニ ン 分 解の 試験

　前の ど ん ぐ bを單 獨 に 培 養基 として 製 した麹 の場 念と同 賑に 禺來上 つ た麹に 水を加 へ て 適温に

保持す る場合 に於け る麹中 に 慶存
』
重 る タ ン ； ン の分解す る朕態を試驗 した．

　
a ＞ 實驗方法 ： 試料 を實瞼 1 と同量探 り前の どん ぐ りを單獨に培養基 とした試驗 と 全 く同 樣

な方法 で 試．驗 した 。

　b） 實驗結果 ： 次表 の如 くで あ る ：　　 ．　　　　　　　　　　　　　　
．

匿 　　 分

對　　　　照

（，ry 呂ae 麹

對　　　　照

japonicvs麹

タ ン ニン 含量 （9）

0，llO40

．0662

被 分角

驚
ン

『晦嘱騰

0，0442

O．e6620

．0618 。．驫4、

40．03

56ロ6

タ ン ＝ン 分 解 事・
（野原 料中タ ン ＝ ン ）

　　＿｛％ ）

、砺，

　

0

一

9
　

1

以 ．嚀 驗第 1即 第 塀 課 を總合す る に どん ぐb囃 の 蝿 を瀏 Hす る こ とに よ つ て鰍 の 兩
・菌株 畷 育 晦 影 響を輿 へ る の み な らす製麹中に於 鵬 原糊 ・の タ ン ・ ン の 瓣 醗 著 し く厭
し A ・p

・
Q ・y・ ・ eRT ・に於 い て 約52％ A ・p・．J・p ・ ni … 1こ於 い て は 71％ に 達す る． 是は麩の添 力il

が どん ぐ bの 榮養瀕的缺點 を補足 して 是等の菌株の發育を助長 し其結果 タ ン ナ ーゼ の 生域を促進
す る爲 と考 へ る．麹 を水 に浸漬し で 一一定時1｛月保温す る場合 Asp．　Japonicus麹 に於 け る分解 率 の

’

小 な る は 製麹 i可に 原料中の タ ン ・； 一ン の 大部分は巳 に分解せ られ 出麹 中に鵬 存する タ ン ニ ン 會量が

少量 とな つ て ゐ る 關係で は な い か と湾 へ る．

　　　　　　　　VA ・p．　 O ・y… F ・T ・及び A ・p．J・p・  ・ をどん ぐ リtergaS3bる6
　　　　　　　　　 場合の ア ミラ

ー− ti及 び プ ロ テア
ー

ゼ の生成力試驗

A ・p・・ t・・ ae 如 A ・p・J・P6・ ｛… が ア ・ ラ ー級 ぴ プ ・ i ア ー雌 生成す る こ とは 巳 矇 知
の 事實 で あつ て 從親 等堪 を羅 礫 」・に應 腓 る は 主 として 是等の酵素の 莉ノ目にあ つ た．然
る に是等の 酵素の 生威は 同一

菌株に あつ て も共培養條件殊 に増養基の組成の影響を 受け る こ とが

零
で あ る・此 試驗は Asp・Oryzae　F ・T・及び Asp

．　Japohicusをどん ぐ b單獨又 は 麩添加 ど ん ぐ

加 こ増養す る場合に於 ける ア ミ ラ ーゼ 及び フ ロ テ ア ーゼ の 生成 力を試驗する 臼的で 行 つ た ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ef．
（小 田 ， 池 田 ，谷 口） 勸 な ・ ・ ナ ー・ を生成 す ・ 騨 麟 繭 の 檢 瓢 礪 繭 勧 代用醤 油騨

へ の 齟 （21 ）

　　。） 實驗方法 、 鰍 の2齢 を どん ぐ b及び麩漁 どん ぐ

「
りに培養 謎 ア ・ ラ ー照 び か テ

　イ ア ーゼ の生成力を試驗した ．此試驗 で の 原料の 處理方法 及び培養條件は前記 タ ン ナ ーゼ の 生成

　力試驗 に於 け る と 同樣で あ リア ミ ラ P ゼ 作用 は Wohlgemuth 法
で：］）

に よ り叉 プ ・ サ ア ーぜ 作用は

　 大島改變 FuR 尸Gros｝丐 法G ）1こよつ て 測定 した．

　　 b） 實驗結果 ： 表示 す れば次 の 如 くで あ る．　　　　　　　　　　　　　　　　
．

壓 分 ・ ・ ラ ー副 ・ ・ テ ア ーゼ

Oryzae旦T．麹 A

　 　 　 〃　　 　　 B

japollicus　麹　　　　A

　 　 　 〃　　　　 B

・叢間
・・ ［

　 ・　 20° 1
Il　　　 IO

〃　　　 83

　　 註 ： 麹 A は どん ぐ りを單獨 に ， 果 麹 Bは 皴添 加 どんぐ

　　　　　bを培養基 とした もの で あ る，

　　　　　　　　VI　Asp．　Oryzae　F．T ．及 び Asp．　Japonicus應用 の どん ぐり

　　　　　　　　　　麹乏用 ひ魚汁を原料 とす る代用醤油製邉試驗※

　醤油及 び ア ミ ノ酸 の 主原料 で あ る汰豆 叉 は 醗脂大 豆 が戰時中か ら最近 に 至 る迄非常 に 不 足 し共

代 用原料 が種 々 の 方面 に探求 せ られて ゐ る．共代 用原 料の 一つ と して 鰹節の 製造 や魚類 の 干物製

造 の陶 二冨性 瘍 幅 魚汁が用ひ ．られ是を以 つ て製造 しナ・代 用｛蝋 乃 至 ア ミ ノ酸液矧 臘 多量市

販せ られ て ゐ る が是等 の 中 に は魚類特有 の 邏 臭 い 異臭 の 除去 に無 り意 を用 ひ な か つ た と思 は れ異

臭 を殘 し τ 居 て 品質の 良 くな い 襲品 も少 く な い 氏 處 に 於 い て 著者 等 は勘苗 が動物油脂類 の異臭

の 除去 に効果が あ る と從來知 られ て 居 る事實 L5）  を考 慮に 入 れ 目．つ な る べ く從來の 普遞醤油 に 似

た製品を得 よ う とす る意 i凋の 下 に 蛋白質原料 と し て 種 々 の 魚汁 を用 ひ 叉炭水化物原料 どして は穀

類 卿 き主食糧 を遡 て どん ぐ
，

bを用 ひ樋 鰤 1・醗 軾 に 近 い雛 方法 の 下 に代 膳 醸 製造

を試み 比較的好 成績を得 ア三の で 典試驗結果を報 告す る．

　 a ） 實　驗　方　法　　　　　　　　　　・

　製麹 ： 脱 皮風乾 したどん ぐ bを適度に 破細 し て 約 1晝夜水 に浸漬 した後約 1時聞蒸煮 す る 方法

と， どん ぐ bの 所要量の約孚量 を前記 同様に し て 浸漬蒸煮 し ， どん ぐ りの 淺 りの 牛量は 炒熬 して

後稽 々 紬 く粉 確して 前記蒸煮 した どん ぐ りに撤布 して 是を被 覆す る方法 との 2様 の 方法 で 處理 し

是に Asp．　Oryzac　F ．T．及 び A3p．　Japonicusの 2菌株 を夫 々 別 1こ接 腫 し℃30℃ で 3〜 ヰ日聞培養 し た

　仕込及 び熟成 ： 魚汗の試料 と し て は 鰹 の 煮汁，鰮の 煮汁 ， 雜魚の煮汁等 を用 ひ た．是 等の魚汁

は 共種類に よ り濃度が 一樣 儒 く｛楚つ て 蛋 自質鮪 量 に於 い て 鍛 力；

軽 の で 必要 に 應 じ鍍 に

濃縮した．濃 麦の 大體 の標準は 18°BbL しナこ ．此 察冊 に 防腐 に 必要 な最 ノ亅限 慶で ある 15％※※ の 食

鹽を添加 した後前記の 如 くレて 製 しナこ どん ぐ b麹 を蕉汁 に封 し2〔1・・v ’30％量 を加 へ T37 ℃ に 保っ 事

5〜7日間の 後液濫を30℃ に冷
・
却 して 是 に葦象め別 ｝こ培 養 して 置い た醤油醵i母 Zアgosa．oel 、aromyee3

ma ．ior及 び ZygoFaecloarOTny（・e5 　Soya の 各培 養液の 少量 を添加 し た もの 並 に此 2 種 の酵母 の他

に更 に Hansen・la　anon ユal 翕．の 屠養液 の 少量を．添加 した もの とを
1
準備 し是等 を3G℃ に 45〜50日閣

保持 した 後是 に 必要量の 食驪 を追 加 して 食鹽量 を整 へ た後壓搾濾過 し班 に 60℃ 附近 に 加 熱 して 今

一
’
度濾 過 し て 製品 と し た．　　　　　

・

b） 實驗結果 ・鎌 添加 o ・CCI汁 に どん ぐ 喫 を加 へ 37℃ ゆ
〜7日購 1持 す る こ とに よ り魚汁 の

　　　　　　　此結果を見 る に Asp．　Oryzae　F．［V．

〉・．5 　 麹 ｝よ A ・p・∫・P ・ ni ・u ・ 麹 こ比較 し ア ミ

7．1　　　 ラ P ゼ 及び プ ロ テ γ 戸ゼ の 兩 酵素力共

　　　
｛
　 に 張 力で あ る．而 し℃どん ぐ りに 少量

＞0．5

　5．0　　　 の 麩 を添加すれば どん ぐ り單獨の場合

　　　　　　に比 し兩
’
酵素力の 壇 強 せ られ る こ とが

　　　　　　髫忍め られ・た・

※ 此 方法 を應用 した 醤油製造法は 昭 和 23年 1明 2  日附 を以 つ
一
τ 臼本特許第 L768ぞ號 として 登 餘 せ られ た・

※※此 食鹽の 添 加量は別 な試驗 で 決定 した．
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丶泌e

．（22 ） （小 田 ， 池 田 ，谷 口） 強 力 な タ ン ナ ーゼ を生 成 す る麹 徽屬紙 状菊の 檢索重 に檢索菌種 の 代用醤油製造 へ の 應用

異臭の 大 部分は 除去せ ちれ た．是 に醤鴻酵母の 培
．
i融夜を加 へ て 30℃ に保持 し て 齷 く間 に液 中に醸

酵が起 り時 日 の 經過 と共 に魚汁の 異臭が 更 に一・暦淌失 し其 と同時 に 醤油 に 近 い 香氣 を生 じて來 た・

禽熟 1戎が進むに伴 ひ液 は赤 福色に着色 し典色調 は時 日 と共に濃 度を壌 し完熟 した頃 に は 人工 的毛こ

着色を施す こ とな し に普通醤油に 似た 色調 を呈 す る に至 つ た・　醤油酵母Q他 に更 に ］laui．en ”la・

anomala の珸養 を添加 した もの は 香氣は 一暦佳良で あ るが 色相が醤油酵母 の み の もの に 比 し淡い

ズ

こ とを認 めた、次 に麹の黴 として 應用 した2菌株の製品へ の影饗に就い て比較す る に Asp・Jaenicus
を用ひ た もの は 共香氣の 點 に 於 い て Asp．　Oryzae　F ．T．・を用ひ た もの に 比 して 優 る が其味 は Ag．　P．

Oryzae　F ．T．應用の もの ｝：bLし稍 々 淡白で ある 様感ぜ られ彌菌株に 夫 乗 特徴 のあ る こ と を認 め

た・麩原 料で ある どん ぐ りの處理方法 の 2 樣式皀卩ち原料蠢 部を浸漬 して 蒸煮す る方法 と原料の 牛

分量 を浸漬蒸煮 しmp　bの 4吩 犂炒 つ て 粉綱 して此爾者 を混合する方法 との製 晶へ の影響に つ い 3
は 別段孝異あ る こ とを認 めなか つ ？：．街前蓮の 如 くタ ン ナ 冖ゼ生 域試驗 に於 い て どん ぐ bにi麩の

少量 を添加 すれ ば菌 の 發育 に好影響 を及ぼ し タ ン ナ ーゼ の 生成力を助成す る こ とを認 め た か ら本

試驗 に於い て も製麹 に 際 し εん ぐ うに 麩 を添 加すれば恐 ら く好結 果を豺ξす もの と信すトる が本試驗

で は共を試 みなか っ た．

　今實驗結果 の
一

例 と し て魚汁の試料 として 饂の煮汁を用ひ 是 に Asp．　Oryzae　F ．T．を應用 し た

どん ぐ り麹 を30％ の 割合に 用 ひ憂 に ZygosaccharomycesΣnalor 及び Zygos．aechareniyc ．es　Soya

の 2櫨 の 醤油酉鯛 ：を應用 し て製 し た製品の 分 析結果を示 せ ば次の 如 くで あ る．

　 ボ 冖メ 示 度2G°

　試 料100cc 中 ， 食鹽 i7．415望， 總窒素0．70斗g ， 糖分0．769g，總酸0．甥 g

　本 品に 就 い て 感應的に窟査 した所魚臭 は杢 く除去 さ れ て ゐ る の み な らす醤油 に近 い 香氣を有 し

旨味 も柵 額 あ つ て 異味 を有せ す色調 も普逓斷 ゆ 呉に 似 て 居 b香味ぐ伽 二於 い て 普遘醤油の優

秀 品 に は 及ば な い か も知 れ な い が普遒市販 の醤油乃至醤油代用品に 上ヒ較 して勝 る とも劣 らな い と

認 め た・稔本晶 に就 い て 賞業 の 實際家共他數氏 に鑑 評 を乞 ひ し に害ll合 に 好 評 を得ナこ．

　本試驗 に於 い て魚汁特有 の 異臭の 除去 に豫想以上 の好結果 を得た原 因に就 い て 考察す るに前述

の 麹黴 に 特有 な作用が與 つ て 力あ りと考へ るが
』 鮒叉 田 中氏 の が曩 に示 した タ ン ＝ ン の 作用も見

逃 し得塑 い と考 へ る．即 ち田中氏 は蛹 中に含有せ られ，る 有臭物質が ク ン ニ ン の 作用 に よ り變質 し

て睨臭せ られ る こ とを示 して ゐ う が此 處 に述 べ る代用醤油製造法 に於い て仕込堂初 の液 中に は ど

ん ぐ り麹 中に淺存 し九 少量の ク ン ＝ ン が 移 行 して居 b其が魚汁 の脱臭 に 作用 す る こ と 巻考 へ られ

る こ とで あ る．衣に 本法 の 熟成期闇 中に於 い て液竏が 自然 に醤瀬に 近 い 色調 に 着色せ じ冫 れ る原因
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　tl
に 就 い て 考察す る に タ ン ナ 冖ゼ の分解作用 に よ つ て タ ン ニ ン か ら生成 せ られ る沒食子酸が 熟域期

闇中に何等 か の 作用 を受け て 期様な 色
．
素に 化成 せ られ る もの と考 へ る．

冊　綜 括

　 1） 供試の麹黴矚絲1伏菌 6王株 t？iに ク ン ナ 冖ゼ 生成力 の 最張な菌株．を1僉索 し Asp．　Japonicus及
び ．廳 p，Oryzae 竃；∵r．の 2株 を選 出 した，

　 2）　前記 2菌株 の タ ン ナ ーゼ 生成 に劃
’
す る好適

・
膃度 を試驗 し Asp．　Japonicusに對 して は 30〜37

℃ Asp．　Oryz；ll： F・T ．に 對 して は 37℃ で あ る こ とを知 つ ナ：．

　3） Asp．　Jap明 iCus及 び Asp．　OryZaε F∬ ．の タ ン ナ 尸ゼ生域に好適な増養基の pH 價 を試驗 し

兩菌共pH50附近 で あ る こ とを認 めた・

　4） Asp．　Japonicus及 び Asp ．　Oryzae 　F ．T．を どん ぐ りを單獨に堆養基 と して 培養す る場合に
　　　　　　　　　　　　　　 ズ
其培養期間 申に Asp・Japenieus　 ｝まi9・xa基中に含有せ られ る タ ン ニ ン 全 量の 40％ を分解し叉 Asp・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
“ij／

弧屶な ダ シ ナ ー一　｛ を 彑成す る麹澂 囑絲状菌の 検索竝 に 檢索菌種 の 代用 醤 油製遣 へ の 應用　（
’
23 ）

OryZ ．ae ］rl　．T．は 同 じ く20％ を分解．す る．

　 5） Asp．　Ja，ponicu ＄ 及び Asp．　QryZae　F．T ．の どん ぐ b麹 を水 に浸漬 し て 37℃ に 7日聞保湿せ し

に 綏徐 な が ら殘存 タ ン ＝ ン の 分解が進行 し前者に於 い て 20％（原 料中の タ ン ニ ン iこ對 し〉，後者 に

於 い て 6％（同 前）の分解率を示 した ．

　 6 ）　どん ぐ ｝
） に 少量の麩 を添加 し て 兩菌株 を増養ずれば菌の 發育 を助長 して タ ン ナ 尸ゼ の 生 成

力 も」脅強 ビ られ培 養期聞 中に Asp．　Japonicusは培養基含有タ ン 温 ン 量の 71％ ，
　Asp．　 Oryzae ：F．T．

は 同樣 52％ を分解 す る。

　 7） 兩菌株 の爨添加 どん ぐ り麹 を水 に浸漬 して保温 ぽ し場合の 殘存 タ ン ＝ ン の分解率は Asp・
　　　　　　　　　　　　　　　　 　
．laponicusに於 い て 1．9％（原 料 中の ク ン

＝ン に封 し）文 ASP，　Oryzae　F．T．に於 い て 19％ （同前）で

．あつ た．　　　　　　　　
’
．

　 S） 兩菌株 の どん ぐ り麹 並 に靆 添加 ど ん ぐ り麹 に於け る ア ミ ラ 冖ゼ 及び プ ロ テ ア 冖ゼ酵素力 を

1 比較す る に兩酵素 プガキに Asp．0 】yzae　F ∫U．が Asp．　Japonicusに 優 る こ とを認 め た．而 して どん

ぐ りへ 靆 を添加す れ ばア ミ ラ ーゼ 及 び プ ロ ナ ア ・一ゼ の酵素力の塘強 に も好影響あ る こ とを認 め ？こ・

　 9） Asp．灘ponicus 叉 は ASP．　Or！Jzae 　P ．T．を應用 しどんぞ りを原料 と して製 し た麹 を魚汁 に

加 へ て 熟截 を鬮 る代用醤油の製造 を試 み しに製品に 魚汁特有の 異臭が全 くな く色調 も醤油に 近 似

　した もの が得 られ好 成績を得 た．

　 10）　Asp．　JapDnicusと Asp．（）ryzae 　F ．T．との應 用上で の優劣 を此較 す る に 製 晶の 香氣の 點 で

は Asp．　Japonicus．を用 ひ た ものが 稍 々 優 り昧の 點 で は Asp．　Oryzae　F ．T ．を用ひ
「
た もの が優 る こ

　とを認め た ．

　欄筆す る に 當 り本 研 究 中 貿 驗 を援助 ぜ られ た齏島穫及 び 布 谷 昭 爾 君 に 感謝す る．

　樹 本研 究結果 の 擶 要 は 昭 和 23年 10月17日 に 開催 せ られ た 囎 西詩學協 會逑合 講演會 に於 い て 報 皆 した ご とを

附記す る．
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